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１．会期及び会場 
会期：2024 年 10 月 19日（土）・20 日（日） 

会場：上越教育大学 〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町 1番地  

 

２．大会スケジュール 

＊発表件数の申込状況によっては変更の可能性があります。10月上旬ホームページ掲載の大会プログラムにて、ご確認ください。 

１日目  10/19（土） 
9:00- キャリア・カウンセラー養成研修講座受付 講義棟2階ホール 

9:20-12:30 キャリア・カウンセラー養成研修講座 講義棟201 

11:30-16:40 研究大会受付 講義棟2階ホール 

11:30-12:30 理事会 講義棟302 

12:30-12:50 開会式 講義棟301 

12:50-14:10 基調講演   

Shahriar Ahmed, Ph. D. (三条市立大学学長） 

演 題「地域がキャンパス～サスティナブルな未来へ～」 

講義棟301 

14:10-14:25 休憩 

14:25-16:35 実行委員会企画シンポジウム 

テーマ「地域資源を活用したサスティナブルなキャリア教育」 

シンポジスト 

佐 藤  学 氏 （国立教育政策研究所） 

松本  将史 氏 （(株)能生商店） 

加 藤  賢 氏 （長岡市立南中学校） 

小見まいこ 氏 （特定非営利活動法人 みらいずworks)                     

ファシリテーター 

山田智之 （第４６回研究大会実行委員長） 

講義棟301 

16:40-17:40 2024年度定期総会 講義棟301 

18:00-20:00 教育研究懇談会 大学会館 食堂 

 

 

原稿作成のお願い 

時下ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。このたびは,研究発表にお申込みいただき、

誠にありがとうございます。 

企画趣旨ならびに発表論文集の原稿を作成要領にしたがって作成し、8月5日(月)～ 8月30日(金)

の間に第46回研究大会ＨＰ（ https://jssce2024.com ）上の投稿システムを使用し、原稿をご提

出下さい。なお、不完全な原稿（例えば「結果は発表当日示す」といった記載事項を満たしていな

い原稿等）と判断した場合、発表予約を取り消す場合もございますのでご注意ください。また、期

限を厳守してくださいますようお願い申し上げます。 

2024年7月吉日 

日本キャリア教育学会第46回研究大会実行委員会  

委員長 上越教育大学学校教育研究科 山田智之  

日本キャリア教育学会第４６回研究大会 
2024年10月19日（土）・20日（日）上越教育大学 

第２号通信（個人研究発表用） 

開催のご案内（第１号通信） 



２日目 10/20（日） 
8:40-15:00 研究大会受付 大学会館 

9:00-12:00 口頭発表午前の部（英語発表も含む） 人文棟講義室 

105 106 107 206 

207 208 209 

9:00-11:00 研究推進委員会企画：キャリ教カフェ・ライブ 

テーマ 「生きるって、なに？  

〜自分らしく生きて、自分を大好きになろう！～」 

ゲスト たかのてるこ 氏（地球の広報・旅人・エッセイスト） 

講義棟201 

9:00-11:00 会員企画シンポジウム１・２・３ 講義棟301 302  

人文棟113 

10:00-12:00 ポスター発表 第2講義棟202  

12:00-13:00 昼食  新理事会 各種委員会 

13:00-15:30 口頭発表午後の部（英語発表も含む） 人文棟講義室 

105 106 107 206 

207 208 209 

14:00-16:00 会員企画シンポジウム４・５・６・７ 講義棟 201 301 302 

人文棟113 

 
３．個人研究発表（口頭発表とポスター発表の二種類） 
 
３－１．口頭発表 
① 発表要件 
「発表論文集への論文掲載」、「発表」、「質疑への応答」の三つの条件を全て満たすことにより公

式発表と認められます。口頭発表者となるのは、一人一回に限ります。ただし、シンポジスト、連名発
表者についてはこの限りではありません。 
② 発表形式  
発表時間、質疑応答は下記の時間を予定しております。発表者が発表時間帯を指定することはできま

せん。なお、本大会では英語セッションも開設します。英語による発表を希望される場合は、申込フォ
ームにて、その旨をお知らせ下さい。 
□ 発表時間・・・20分間（英語発表も同様）  
□ 質疑応答・・・10分間（英語発表も同様） 
＊ 会場の広さには若干の相違がありますがご了承ください。発表会場の常設機器は、プロジェクター（Ｈ
ＤＭＩ及びＲＧＢ接続）のみとなります。パソコン、USB-C端子等への変換アダプタは、各自でご準備く
ださい。（学内インターネットに接続可能です。） 
 
３－２．ポスター発表 
① 発表要件  
発表論文集への論文掲載」、「発表時間中のポスター掲示」、「責任時間の在席」の三つの条件を全

て満たすことにより公式発表と認められます。  
② 発表形式  
発表者は発表時刻までに所定の位置にポスターを掲示してください。在席時間につきましては、後日

実行委員会事務局よりご連絡いたします。掲示の際にご準備頂く備品やパネル形式などは２号通信にて
ご連絡いたします。また、発表番号等は 10月に送付予定の大会プログラムにてご確認ください。 
□ 発表時間（ポスター掲示時間）・・120分 
□ 在席責任時間・・・・・・・・・・ 60分（発表番号の偶数と奇数で区分いたします。） 
＊ ポスターボード：縦 170cm、横 110cm（左上（縦 10cm×横 15cm）に演題番号を掲示いたします。） 
＊ 発表終了後は、所定時刻までに撤去してください。 
 
３－３．発表資料 
当日受付にて発表論文集をお渡しします。当日補足資料を配布予定の方は各自ご準備ください。実行

委員会本部での印刷は致しかねますので、大学近隣のコンビニエンスストアをご利用ください。但し,店
舗数がわずかですのでご注意ください。 

 

４.原稿整理票 

「個人研究発表原稿整理票（発表論文集原稿提出時用）」に必要事項を記入し,発表論文集原稿とと
もに第 46回研究大会ＨＰ（ https://jssce2024.com ）上の投稿システムを使用してご提出下さい。 
なお,発表要旨を 200 字～250 字で記載してください。記載していただいた発表要旨は後に学会誌及

び学会ホームページにて一般公開されますのでご了承ください。 



 

 

 

 

 

日本キャリア教育学会第 46回研究大会 

個人研究発表原稿整理票（発表論文集原稿提出時用） 
 

下記事項御記入のうえ、発表原稿とともに 8 月 5 日(月)～ 8 月 30 日(金) までに第 46 回研究大会ＨＰ

（ https://jssce2024.com ）上の投稿システムを使用してご提出下さい。 

フォーマットは日本キャリア教育学会 HP にて掲載いたしますのでご利用ください。 

 

●会員 ID：         ●御名前（ふりがな）：                        

●所属名称・部署名・役職：                                   

《発表について》 

１．発表形式 [ 口頭 ・ ポスター ]  
 
２．題目と発表要旨 
 

題目：                                               

発表要旨（200 字～250 字 ※最後に文字数を表記ください） 

 

 

３．発表連名者（共同発表の場合）※発表責任者名は記載しないでください。 

①お名前：            所属：                       [会員・非会員] 

②お名前：            所属：                       [会員・非会員] 

③お名前：            所属：                       [会員・非会員] 

④お名前：            所属：                       [会員・非会員] 

【注意】 
口頭発表の際の使用可能機器はプロジェクターのみの設置となっております（防犯上の関係により）。 
PC は発表者でご準備ください。 

 

 受付日：2024年   月   日 

原稿見本 



 

５．発表論文集原稿の作成要領 

 

本会は「発表論文集」を作成しております。以下のような体裁で作成し、個人研究発表原稿整理票

とともに第 46回研究大会ＨＰ（ https://jssce2024.com ）上の投稿システムを使用してご提出下さ

い。 

なお、示された体裁から著しく逸脱する場合、また不完全な原稿（たとえば「結果は当日示す」と

いった完結していない原稿など）と判断された場合には、発表予定を取り消す場合もありますのでご

注意ください。 

 

(1)用紙：Ａ４サイズの白紙。 

(2)作成：Wordで原稿を作成し、黒で印字してください（カラー不可）。10.5〜12ポイント程度で、明

朝体等の読みやすいフォントをご使用ください。 

(3)分量：個人研究発表はすべて、1発表につきＡ４サイズ２枚です。 

(4)レイアウト（以下の数字は目安です） ＊原稿見本をご参照下さい。 

①余白：上下 25mm程度、左右 20mm程度の余白をあけてください。 

②段組：2 段組。1 頁あたりの行数は 42 行程度、1 行あたりの文字数は 22 字程度を目安としてくだ

さい。段組間隔は 8mm（2 文字分）程度。 

＜１ページ目＞ 

1・2 行目：題目。本文より大きい文字で（14～16 ポイント）、中央に書いてください。副題があれ

ば、3行目に主題目より小さい字で記入してください。なお、副題などの関係で、2行目

までで書ききれない場合は、3行目以下を適宜繰り下げてください。 

3行目：空白。 

4行目：発表者の氏名を記入してください。発表者が複数の場合には、発表を行なう方の先頭に○印

を付けてください。 

5行目：発表者の所属を記入してください。所属が大学の場合には、学部・研究科名まで記入してく

ださい。連名発表で所属が異なる場合には、氏名と所属の対応がはっきりとわかるように、

各氏名の下にそれぞれの所属を明記するか、*や**の記号を用いて記入してください。なお、

1行に書ききれない場合には、次の行以下を適宜繰り下げてください。 

6行目：空白 

7行目以下：本文 

＜2 ページ目＞ 

1 行目より本文を書いてください。 

(5) 図表：図表は原稿に直接貼り付けてください。原稿はそのままのサイズで印刷します。 

(6) ページ番号：記入しないでください。 



中学生の「学びに向かう力」を規定する要因 

―進学動機との関連に着目して― 

 

 ○上越太郎 新潟花子 

 （××大学） （○○中学校） 

 

問題と目的 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○ 

方法 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

結果 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

原稿見本 



○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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